
 

認知症は、とても身近な病気です。

認知症の人と家族が安心して暮らせる社会

をつくることが大切です。          

２月1４日（水）、 

４年生は認知症の学習会を開きまし

た。講師は、認知症サポーター養成講座の

みなさんでした。認知症の症状には「買った

ものを忘れる」「自分のものを勝手に使われた

と思い込む」「自宅と分かってはいない」「帰り

道を間違える」等があります。本人が得意と

してきたこと、楽しみにしていたこと、日

常生活の当たり前のことができないことを

認知症といいます。 

認知症を正しく理解し、認知症の人の立

場に立って、なぜそのような行動をとるの

かを考えてあげることにより、認知症の人

への対応の仕方がわか 

ってきます。認知症の 

人ともうまくコミュニケー 

ションがとれるようにす 

ることが大切ですね。 

そうした当たり前が壊れていく 
日付や曜日が分からない 相手は自分とどのような関係の人か分からない 

おじいちゃんとおばあちゃんのことは、 

いつもやさしくしてくれるね。 


